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１．はじめに

一般にダム事業における地形・地質データは、事業の開始から完成後に至る長期間に渡

り使用される非常に重要なデータである。特にフィルダムの場合、調査・設計・施工計画

が密接に関連し、事業の進捗に伴い常に修正作業が行われるものであるが、現在の手法で

はデータの追加や図面の修正といった作業を手作業で行っているのが一般的である。この

ため、人為的誤差の発生や数量計算時の時間的ロスといった多大な作業量と時間および費

用がかかっている。

水資源開発公団（以下水公団）では、平成11年度にCAD研究会を発足させ、CALSを推進

させることにより、積極的に情報化に向けて取り組んでいる。

丹生ダム建設所では、平成12年に「原石山設計掘削線作成システム」 を開発し、水公1)

団内の他ダムで有効に利用されている。今回、ダム堤体設計について、機械的な作業部分

を３次元地形情報を用いたCADシステムを利用することで作業量・ロスの低減及び効率化

を目指した「堤体概略設計支援システム」を開発した。

２．堤体概略設計支援システムについて

地形・地質データを３次元で電子化、管理するとともに、ダム本体を対象とした堤体設

計支援および掘削計画・土量計算・盛立計画などの土工計画支援を行うシステムを開発

し、フィルダム堤体設計及び施工計画立

案における作業の効率化を行うことを目

的とする。主な目的を以下に示す。

①地形・地質データの電子化管理

②堤体概略設計の自動化

③施工計画の効率化

また、システムは６つのサブシステム

から構成される。

①地形データ作成サブシステム

②ダム構造物作成サブシステム

③掘削線作成サブシステム

④土工計画サブシステム

⑤解析データ出力サブシステム

⑥鳥瞰図作成サブシステム

システムとデータの流れを図－1に示す。 図－1 全体のシステムとデータの流れ
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３．システムの主な内容

3.1 ダム構造物作成サブシステム

、 。堤体形状を作成する機能であり 堤体ゾーニングのパターンが選択可能となっている

また、ダム軸の直線・曲線の選択、ならびにコア形状の勾配変化に対しても対応可能と

なっている。

①ダム堤体形状作成機能

代表断面の一定条件（コア・フィルタ・ロック勾配、幅等）を入力することにより堤

体形状を作成する機能を有する （図－2，3）。

（ ） （ ）図－2 標準断面の入力 基本形状 図－3 標準断面の入力 ロック材

3.2 掘削線作成サブシステム

掘削条件（ダム軸、法面勾配、小段幅等）を入力することで自動的に掘削土量、図面

を出力する機能である。掘削土量は汎用の表計算ソフト、図面は汎用のCADソフトで出

力される。また、指定されたダム標準断面図をもとに盛立形状と盛立土量計算が行われ

る。CAD図面には、盛立後の地形が表示される。

①堤体掘削線作成機能

ダム軸を入力し、堤体基礎掘削線を自動計算する機能を有する。

②堤体盛立機能

コア・フィルタ・ロック等の堤体盛立の形状を自動計算する機能を有する。

③３次元モデル作成機能

①②を基に、掘削形状、盛立形状を３次元的に表現する機能を有する （図－4,5）。

④土量計算機能

堤体掘削土量・面積計算、盛立計算を行う機能を有する。また、標高毎のスライス図

面が出力でき、発注図面にも利用できる （図－6,7）。



図－4 ３次元掘削図 図－5 ３次元盛立図

図－6 掘削土量計算書 図－7 掘削土量スライス図

3.3 土工計画サブシステム

堤体形状指定で与えたパラメータ、掘削形状及び堤体盛立機能で作成した堤体を基に

盛立土量の算出を行う機能である。この機能は、単に堤体盛立土量を算出するのみでな

く 「原石山設計掘削線作成システム」と連動し、原石山材料に応じた盛立土量の計算、

を行う機能を有している。これにより、工程管理・施工計画に利用可能で、盛立状態も

イメージ出力できる （図－8,9）。

図－8 原石山材料から盛立土量への計算 図－9 原石山材料に応じた盛立土量の計算



４．まとめ

上述のように、情報化の取組の一環として、作業の効率化を目的に「堤体概略設計支援

システム」を開発した。得られた成果と今後の課題を以下に示す。

4.1 得られた成果

①地形データの電子化管理

地形データを３次元的に電子化することによって、データの追加や図面の修正およ

び地形データ管理が容易となり、作業時間が大幅に改善できることとなった。

②堤体概略設計の自動化

数量算出等本来手作業あるいは機械的な作業を自動化することによって容易に掘削

数量、盛立数量、図面作成、画像出力が可能となり、堤体設計の概略的な比較検討が

可能となった。さらに、共通フォーマットによるデータを入出力可能とすることによ

、 、 。 、り 既存のCADや表計算ソフトで利用可能となり 利用しやすくなった これにより

作業量が大幅に短縮できることが期待される。

③施工計画の効率化

「原石山設計掘削線作成システム」と併せて用いることにより、概略設計検討のみ

ならず、実施工中での工程管理・盛立管理にも利用可能である。これにより、施工計

画を効率的に検討することができるものと思われる。

4.2 今後の課題

①安定計算の確認

開発したシステムは、堤体の安定計算を行うことができない。よって別途安定計算

をする必要がある。

②地質データの電子化

今回は地質データの電子化は行っていない。従って、今後、地質データの電子化管

理が必要である。先に開発した「原石山設計掘削線作成システム」では、既存の地質

解析ソフトを用いているが、データの互換性や操作性に問題があり、今後これらを解

決する必要がある。

③セキュリティー問題への対応

今回は、パスワードによる管理を行ったが、開発したシステムの不正コピーや外部

への流出防止の対策を考慮する必要がある。

５．おわりに

今回は、ロックフィルダムの堤体概略設計に対応するシステムを開発したが、これらの

システムを他ダムへ積極的に適用し、よりよいシステムを構築する必要がある。また、こ

のシステムを用いて設計・施工計画における作業の効率化を目指していきたい。
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